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1 ．は じめに

ジク 。 。 メタ ン （塩化 メチ レ ン、　 CH 、（｝1、）は 、椎 齦 ・金鰍 黼 1亅等眺 途で各産業界にお い て

広 く用い られて お り、また、．一
部の動物へ の 曝露試験で は発がん性を含む有害性影響が確認され て い

るため 、ヒ トに対する健嬲 黝 懸 念 さt・て い る識 々 は 、全国 の
一．
般 環境｛眠 へ の ジク 叩 メタ ン

によ る リス クレベ ル を評価する こ とを凵的に研究を進めて きた。本報告で は．リスク評価 の ひ とつ の

ス テ ッ プで ある 曝露評価 を行 っ た結果につ いて述 べ る 。

2 ，評価手法

　今春初めて公表され た PRTR （環境汚染物質排出移動登録〉制度による排出量デー一タを独自に加 ］1

し、これを産総研 一曝露 ・1jス ク評価大気拡散モ デル （略称 ：ADMER ）に 入 力す る こ とによ り、関

東、中京、近畿の 各地方にお い て 、大気中濃度の 分布を約 5km の 解像度で推定 した。さ らに、国 と

地方自治体による観測結果と比較 して 、モ デル の 再現性を確認 したうえ で 、こ の 計算結果 と各メ ッ シ

ュ の 夜問人 口を用い て ．各地方にお い て、ある参照濃度以 Lに曝露される
．
人 口 、人 凵加重平均濃度等

を推定 した。人 i
−
1加重 平均濃度 （Cp） とは 文字通 り人 1：1で加車平均した濃度で あ り、Cp＝ΣGP ノΣP1

で求めた 。 こ こで 、C 、は各メッ シ ュ に お ける濃度 Piは各メッ シュ にお ける人llで ある。

3 ．結果 と考察

　結果の
一
例として 、近畿地方における ジク ロ

ロ メタン の 年平均大気中濃度分布推定結果を図

1に示す。図 1 による と高濃度とな るメ ッ シ ュ

は人 口密度が 大きい大阪府の 中心部などに集中

して い る の がわか る。表 1 に は，各地方の 推定

濃度の 平均値 と人口加重平均濃度を示 した。表

1によ ると、いずれの 地方におい て も人口加重

平均濃度は平均濃度 と比較して 大きく　（特に lb

畿地方）、 多くの 人口が地方平均濃度よりはるか

に高い濃度の ジクロ ロ メタンに曝露されて い る

こ とがわか る。仮に 、 近畿地方を対象に して 、

濃度分布 （人口分布）を考慮せずに、平均濃度

の み を用 い て リス クを推定しようとする と、（例

えば．近畿地方全体で の 汚染物質の収支式を解

くよ うなモデル を利用する場合が こ れ に相当す

る ） 115程度 （1．115．6） に過小評価 され ると い

える 。 こ の ことは、適切 に リス ク評価を行 うた

め に は、ADMER 等を用いて濃度分布 ・人 目 分

布 を考慮 した曝露評価を行 う必要が ある こ と

を示 している。
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図 1　近畿地方 における年平均濃度分布推定結果

表 1　各地 方 に おける平均濃度と人 冂 加重平均濃度
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